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肥満や肥満症を持つ人々は、根拠のない偏見や差別的な態
度を受けることがあり、スティグマと呼びます。

１．社会的スティグマ・・肥満の人々が「自己管理能力がな
い」「だらしない」といった偏見を持たれ、雇用や昇進
で不利な扱いを受けたり、学校でいじめやからかいの対
象となることがあります。

２．個人的スティグマ・・肥満の人自身が「自分の責任だ」
と考え、自責感を抱くことで適切な医療を受ける機会を
失うことがあります。

３．医療現場でのスティグマ・・医療従事者の中にも「肥満
は生活習慣の問題」という考えが存在し、患者とのコ
ミュニケーションに影響を与えることがあります。

その結果、① うつ病や自己効力感の低下などメンタルヘル
スへの悪影響、② 雇用や教育の場面で差別的な扱いを受ける
懸念、③「肥満は医療対象ではない」という誤解が広まり、
適切な治療機会を奪われる、④ 患者が治療をためらい病状が
悪化する、といった問題があります。

肥満症は単なる生活習慣だけでなく、前ページの種々の要
因も大きく関与している複雑な疾患です。「自己責任」と
いう考え方は誤りであり、社会全体で正しい知識を共有
し、偏見をなくしていくことが重要です。

肥満や肥満症とスティグマQ＆A①

余分な体脂肪の増減には多くの因子が関係します。
１．遺伝的な背景で基礎代謝（コラムB）などに個人差があ

り、体脂肪の減りにくい人がいます。
２．環境因子（居住地域や気候、家庭環境、職業、ストレ

ス、経済状況など）も影響します。
３．文化的な背景も影響します。
４．体内のエネルギー収支のバランスは下図ですが、以下の

ライフスタイルも影響します。
▶ 1日の食事回数
▶ 食べるスピード
▶ 食べ物の内容や栄養バランス
▶ 食事の時間帯や前後の行動
▶ 日常生活での体動や運動習慣
▶ 生活リズムや睡眠時間 など

余分な体脂肪が減りにくいのですが・・・

心臓を動かす、呼吸をする、脳を使うなど、生きていく
ために必要なエネルギーで、加齢とともに徐々に減ってい
きます。しかし、遺伝的背景などで基礎代謝には個人差が
あり、体脂肪の減りやすさにも個人差があります。

コラムＢ 基礎代謝

体 内 の エ ネ ル ギ ー 収 支
は 、 飲 食 に よ る エ ネ ル
ギー摂取が10割で、エネ
ルギー消費の約６割が基
礎代謝、３割が運動、1
割が熱産生です。
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